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令和２年度第１回運営委員会 議事概要 

・開催日時 令和２年７月９日（木）１３時３０分～１５時３０分 

・出 席 者 運営委員 ··············· １４名出席（欠席委員：１名） 

 ウィズセンター ········· 所長、次長 

 男女共同参画青少年課 ··· 総括参事、主事 

議事 概要 

１ 開会 

２ 委員の紹介 

３ 議事 

 

(1)ウィズセンター

の概要及び令和

２年度事業の概

要について 

ウィズセンター説明 

〔質疑等〕  

委員 ・施策体系の表に、「男女共同参画社会づくり表彰」があるが、令和２年

度事業の概要の中で、どこが対応しているのか。 

男女共同参画 

青少年課 

・施策体系は県全体での表となっており、表彰事業については男女共同参

画青少年課で実施する事業である。 

委員 ・「ストップ・ＤＶ事業」に啓発用資材の提供という業務があるが、女性

団体が研修会等を行うときなどに利用してもらい広報するのが良いと

思う。現在、この配布資材には具体的にどんなものがあるのか。 

ウィズセンター ・本日配布の資料を始め、デートＤＶの小冊子など５～６種類作成してい

る。市町村に対して資料一覧を送付しており、必要な部数を請求しても

らうようにしている。 

・また、本年度新たにＤＶ関係のパネルを作り、ホームページで利用を呼

びかけているので、イベント等で活用いただきたい。 

委員 ・昨年度はセンター開館２０周年であったが、センターとしての総括とか、

まとめはないのか。２０周年をどう評価しているのか聞きたい。 

・１０周年のとき、センターのあり方についての検討会を設置し、報告書

を提出したことを沿革に記載してもらうようお願いしたが、抜けてい

る。岡山市のセンターでは、あり方をまとめ、登録団体等に報告してい

る。センターのあり方の見直しや、県民への啓発が必要ではないかと感

じている。 

・ゼミナールについては、今年は行政職員を対象として実施するとのこと

であったが、研修を受けてすぐ変わるというものではないので、地域社

会の変革についても考えていく必要があるのではないか。 
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議事 概要 

・登録団体から、センターに協力しても広報してもらえないとの声がある。

登録団体の活性化についての積極的な関わりをお願いしたい。 

委員 ・（２委員の意見を整理、とりまとめのうえ、今年のゼミナールが行政職

員だけを対象とすることへの疑問等についてウィズセンターへ説明を

求める。） 

ウィズセンター ・２０周年記念として、昨年度はいろいろな事業を実施してきたが、まと

めとしてお示しできていない点を反省している。今後、情報誌での報告

等、検討してまいりたい。 

・ゼミナールの件については、コロナの感染対策として受講者数を減らす

必要性と、ゼミナール生を１人でも増やしたいという気持ちから、行政

職員に絞っている。今後の状況を見ながら、可能であれば、単発の講座

として市町村の推薦団体の方を案内したいと考えている。 

・登録団体については、ホームページに掲載しているが、なかなか団体の

活動状況を把握できていないので、１１月の月間にワークショップ等の

場を設けてＰＲさせていただきたいと思っている。 

委員 ・「ウィズカレッジ事業」の会場ですが、岡山市が２会場、他市町村が３

会場とあるが、どういうところで企画されているのか尋ねたい。 

ウィズセンター ・委託業者が決まって、今、打ち合わせを行っている。現在のところ、岡

山以外では２市町村から手が挙がっているが、今までとは違った視点で

趣向を凝らした講座を実施したい。 

・１つの市は「ウィズカレッジ」を毎年続けて共催してきたが、今年を最

後として独立していただこうと思っている。もう１つの町は初めての開

催となり、年明けの開催を予定している。 

委員 ・関連した質問になるが、こうした講座に市町村からどんどん手が挙がる

位でないとダメだと思っている。 

ウィズセンター ・先日、センター会議で紹介したところだが、既に計画を組んだ後だとい

う市町村もあった。事業は委託で実施しているが、要望を伝えれば業者

が講師、内容等は調整してくれるので、擦り合わせながら計画していま

す。 

委員 ・男女課に聞きたいが、市町村で男女共同参画の担当課を持っていること

ろは少ないのではないかと思うがどうか。首長の意向によって、人員配

置もかなり違うのではないか。担当者があっても兼任というところも聞

くが、市町村の状況を教えて欲しい。 

男女共同参画 

青少年課 

・全市町村に男女共同参画の担当者はいる。ただ、ご指摘のとおり、兼務

となっているところも多く、特に町村ではそういうところが多いと思

う。 

・各市町村の男女共同参画の窓口で事務は適切に処理されていると思う
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が、市町村によってはなかなか手が回らないという声も聞いている。年

１回の市町村の担当者会議で理解を深める機会を設けており、（県と市

町村の担当者同士が）コミュニケーションできる関係を作っているの

で、連携しながら男女共同参画の推進に努めていきたい。 

委員 ・これは県政の大きな課題だと受け止めていただきます。 

委員 ・市町村の担当者会議は年１回開催とのことだが、大体いつの頃、開催さ

れているのか。 

男女共同参画 

青少年課 

・５月に今年度の県の事業を中心に説明を行い、市町村からも、その年の

事業予定などを発表してもらっている。 

委員 ・それでは、ちょっと遅いのではないか。市町村は２～３月には次年度の

予定が決まっているので、こういう事業をして欲しいというような要望

があれば、前もって情報提供を行う必要があるのではないか。 

男女共同参画 

青少年課 

・職員の異動等で年末は時間がとりにくいこともあるので、新年度早々に

実施しているが、今後の検討課題とさせて欲しい。 

委員 ・県への注文になるが、国において委託事業の丸投げが問題になっている

が、ウィズセンターの事業についても、ウィズカレッジ、トータルアシ

スト事業が委託になっている。単に委託しているから、そこに任せると

いうことではなく、行政から、今、この事業は大事であることを委託事

業者によく念押しして実施して欲しい。 

委員 ・トータルアシスト事業の委託事業者は人材派遣の大手か。 

ウィズセンター ・ウィズカレッジは選定済であるが、トータルアシスト事業については、

プロポーザル方式でコンペを行うとして、今募集しているところであ

る。 

・委託したとしても、丸投げではなく、県が意図する事業である必要があ

るので、女性が働くにあたっての応援事業ですので、よく擦り合わせを

しながら、県の要望に合うものとして、事業が成り立つようにしてゆき

たいと思う。 

委員 ・前年度事業の実績についての説明はないのか。 

ウィズセンター 
・時間の関係で、実績は省略させていただこうと考えている。 

・昨年度は職員が１名減となった影響で、事業を組み替えているが、今年

は、基本的に昨年度と同様の事業計画としている。疑問点等あれば、ご

質問いただきたい。 
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委員 ・センター利用状況のＤＶ相談件数について聞かせてほしい。 

・ＤＶ相談件数は対前年度割合で減少しているが、減少したという評価に 

なるのか、それともたまたま減ったということか。 

・また、「ストップ・ＤＶ事業」の実績は若い人を対象とした講演が多い

が、これだけでＤＶを減らせるのか非常に疑問である。 

・私が考えているのは企業の認証制度で、県でも優秀企業の表彰は行って

いるが、認証制度を設けて、ＤＶに対する取組を行っている事業所に対

して最も高い評価を付けるというようなことを行えば、企業のイメージ

アップが図られ、求人の面でも有利になることから、企業の応募も増え

るのではないかと考えるが、どうか。 

男女共同参画 

青少年課 

・保健福祉部の子ども未来課で子育て応援企業に対する認証を行ってい

る。その中で、レベルの高いところにはアドバンス企業として認定を行

う制度がある。 

委員 ・そこにＤＶも含めていただくということですね。そんなに難しいことで

はないと思うので、専門家にいろいろ聞いて基準を定めて欲しい。 

男女共同参画 

青少年課 

・担当課にこうした意見があったことを伝えたい。 

委員 ・これだけでは、なかなか減らないでしょう 

ウィズセンター ・「相談件数」については昨年度は減っていいるが、長い目で見ますと横

ばい傾向であり、実際にＤＶがあったかないかはわかりません。 

委員 ・少なくとも相談件数が減っていけば、何らかの効果があったということ

かなと。 

ウィズセンター ・減ったらいいかと言うと、見えないところで増えていることもあるかも

しれません。 

・皆さんが相談してくれるよう、ウィズセンターとしては、こういう相談

窓口がありますとＰＲする。このＤＶというものは、家庭内で起こる問

題であることから、加害者側も被害者側も意識が薄く、なかなか相談に

結び付きないところもあり、ウィズセンターはこれはＤＶなんだという

意識付けをしていく必要性がある。 

・ＤＶがあれば、必ず関係機関、専門機関に相談をしてくださいという呼

びかけが必要かなと思っている。 

委員 ・県の呼びかけを全員が聞くわけではないので、経営者が責任を持ってや

らないと駄目だよと言いたい。「認証」というのは、そういうことだと

思います。 
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ウィズセンター ・事業所から要望があれば、出前講座をしており、もっとＰＲをしていき

たいと思います。 

・また、来所講座として、大学生が来られてＤＶの話をさせていただいて、

若いうちから意識も持っていただくよう啓発もしている。もっと多くの

方の参加いただけるよう、積極的にＰＲしていきたい。 

委員 ・なかなか企業等に受け入れられないということかと思うが、昨年度、Ｄ

Ｖパネルが出来ている。とてもいいパネルなので、講演会とか研修会等

でパネルを展示し、見てもらえば気づきになると思うので、委員の皆様

を含め活用していただきたいと思います。 

（後程、事務局からパネルの現物を委員に提示） 

委員 ・以前は情報誌の作成にあたって、運営委員から編集委員として参画して

いたが、昨年度からセンターの職員だけで実施し委員が加わっていない。

本年度は１号だけの発行になるようであるので、委員としての外部から

の見方もあるので、１人だけでも編集委員を出させていただければと思

う。 

ウィズセンター ・今年度は、例年のように２回発行することができないというところです

が、年度末には必ず発行しますので、その際には検討させていただきま

すので、ご意見としてお伺いしておきます。 

 

 

４ 閉会 

                        以 上 

 


